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1.研究背景と目的
近年、働く場所、時間などを自ら設定し、自分の能力を有効に活用するワークスタイルの増加
や、スタートアップビジネスの多様化から、働く場所についても新たなスタイルが増えてきている。
本研究では、様々な人々が独立して働きながら交互にアイデアや情報を交換し、同じ空間を共
有することで生まれる相乗効果を重視した「コワーキングスペース（以後CWS）」に着目した。
本研究では、CWSの運営実態と施設タイプと、その成果について把握し成果の上がる運営に
ついて明らかにする。

2. CWSの定義について

本研究では、利用者同士の交流を目的とする空間に着目しているため、CWSの定義を利用者
の行動・サービスに着目して以下の2点に定めた。
①共有の事務作業を行う空間
②共有の事務作業を行う空間に付随した支援サービス空間
また、本研究におけるCWSは、間取りの中の区画において壁の有無は関係なく、利用者にとっ
て専有のオフィス空間である「A.専有オフィス空間」、利用者にとって非専有のオフィス空間であ
る「B.共有オフィス空間」、利用者に支援やイベントを提供する「C.共有支援空間」の計3つを含
む空間である。

3.アンケート調査について

〔表1〕アンケート調査概要

4.空間構成とサービス

〔表2〕CWSにおける空間構成とサービス・イベントの実施

5.運営について
5-1.施設利用状況について

項目 選択肢 件 比率 項目 選択肢 件 比率

500人以上 8 18% 50人以上 6 15%

200人以上500人未満 6 14% 20人以上50人未満 9 23%

50人以上200人未満 10 23% 10人以上20人未満 4 10%

10人以上50人未満 13 30% 1人以上10人未満 8 21%

10人未満 7 16% 0人 12 31%

回答者数（NA除く） 44 100% 回答者数（NA除く） 39 100%

男性利用者の方が多い 33 67% 50人以上 4 11%

女性利用者の方が多い 8 16% 20人以上50人未満 6 16%

男性女性ともに五分五分 8 16% 10人以上20人未満 7 18%

回答者数（NA除く） 49 100% 1人以上10人未満 13 34%

10代 0 0% 0人 8 21%

20代 1 2% 回答者数（NA除く） 38 100%

30代 28 61% 6:00~9:00 0 0%

40代 15 33% 9:00~12:00 5 11%

50代 2 4% 12:00~15:00 18 38%

60代 0 0% 15:00~18:00 18 38%

70代 0 0% 18:00~21:00 5 11%

回答者数（NA除く） 46 100% 21:00~6:00 0 0%

企業経営者 17 36% その他 1 2%

サラリーマン・OL 3 6% 回答者数（NA除く） 47 100%

フリーランス 22 47% 6:00~9:00 0 0%

主婦 4 9% 9:00~12:00 1 3%

その他 1 2% 12:00~15:00 15 45%

回答者数（NA除く） 47 100% 15:00~18:00 13 39%

会員制度あり 42 86% 18:00~21:00 2 6%

会員制度なし 7 14% 21:00~6:00 0 0%

回答者数（NA除く） 49 100% その他 2 6%

回答者数（NA除く） 33 100%

男女比
個人
会員数

利用が多い
年齢層

利用者の
所属

最も
混む時間
（平日）

最も
混む時間
（休日）

施設
平均

利用者数
（1ヵ月平均）

会員制度の
有無

法人
会員数

〔表3〕CWSの利用実態

項目 選択肢 件 比率 項目 選択肢 件 比率 項目 選択肢 件 比率

共有スペース 48 91% Wi-Fi利用 53 100% 利用者交流会 33 73%

会議室 35 66% コピー等ができる複合機 48 91% ビジネスに関するその他の講習会 18 40%

イベント会場 27 51% プロジェクター・スクリーンの貸出 43 81% 趣味・娯楽に関する座学・体験教室 14 31%

専有スペース 23 43% 郵便物の受け取り 39 74% 起業支援の相談会 13 29%

図書コーナー 19 36% イベントの企画・開催 37 70% ITに関するビジネススキル講習会 12 27%

自習スペース 14 26% 法人登記 34 64% 女性支援に関するイベント 12 27%

飲食提供スペース 14 26% スペース１日利用（ドロップイン） 31 58% 地域まちづくりに関する会議 11 24%

調理関連スペース 13 25% メンバー同士のマッチングサービス 22 42% ものづくりに関する体験教室 5 11%

趣味の活動スペース 12 23% 創業手帳の設置 20 38% 子育て支援相談会・交流会 4 9%

託児所 2 4% PC貸し出し 14 26% 子どものための学習サポート 3 7%

学童・学習支援施設 2 4% 専門家による創業サポート 14 26% 回答者数（NA除く） 45 100%

その他 6 11% 受付代行 9 17% Facebook 41 85%

回答者数 53 100% 電話代行 8 15% ホームページ 36 75%

30席以上 8 17% 子どもの一時預かり 2 4% （施設内）ポスター掲示 21 44%

20席以上30席未満 7 15% 回答者数 53 100% 口頭伝達 20 42%

10席以上20席未満 7 15% 50回以上 6 13% Twitter 18 38%

10席未満 7 15% 30回以上50回未満 7 15% ブログ 11 23%

なし 19 40% 10回以上30回未満 12 26% メール 9 19%

回答者数（NA除く） 48 100% 1回以上10回未満 17 37% （施設外）ポスター掲示 6 13%

30席以上 15 29% 0回 4 9% その他 4 8%

15席以上30席未満 19 37% 回答者数（NA除く） 46 100% 回答者数（NA除く） 48 100%

15席未満 16 31% 400m2~ 6 14% 10 23%

なし 2 4% 300~399m2 3 7% 18 41%

回答者数（NA除く） 52 100% 200~299m2 7 16% 44 100%
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法
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専有オフィスス
ペース
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5-2.施設の運営状況について

項目 選択肢 件 比率 項目 選択肢 件 比率

6年以上 4 8% 無休営業かつ24時間営業 7 19%

4年以上6年未満 8 16% 無休営業かつ定時間営業 12 33%

2年以上4年未満 19 37% 定休日ありかつ定時間営業 17 47%

1年以上2年未満 11 22% 回答者数（NA除く） 36 100%

1年未満 9 18% 運営組織自身が出資 33 77%

回答者数（NA除く） 51 100% 行政や公的機関からの出資 7 16%

企業 43 81% 親会社やグループ会社からの出資 6 14%

NPO 3 6% その他 5 12%

行政 1 2% 回答者数（NA除く） 43 100%

個人事業 2 4% 月額の会員費 37 76%

その他の法人 4 8% スペース１日利用（ドロップイン） 24 49%

回答者数 53 100% イベントルーム等のレンタル収入 24 49%

IT系 15 28% 貴施設のサービス利用収入 16 33%

コンサルティング系 9 17% イベント参加料 16 33%

メディア系 3 6% 入会金 13 27%

メーカー系 2 4% 行政や公的機関からの助成金 4 8%

その他 12 23% 親会社からの補助金 1 2%

回答者数 53 100% その他 4 8%

賃貸 41 87% 回答者数（NA除く） 49 100%

自己所有 6 13% 15人以上 2 5%

回答者数（NA除く） 47 100% 10-14人 6 14%

100万円台 3 15% 7-9人 4 10%

10万円台 16 80% 4～6人 10 24%

10万円未満 1 5% 1～3人 20 48%

回答者数（NA除く） 20 100% 回答者数（NA除く） 42 100%

個人のオフィスとして 47 89% 11 21%

法人のオフィスとして 44 83% 1 2%

個人のテレワークのオフィスとして 15 28% 53 100%

利用状況
（複数回答）

法人のテレワークのオフィスとして

女性限定のオフィスとして

回答者数

運営収入源
（複数回答）

事業主体

賃料（1ヵ月）

企業の
業界

（複数業界
重複）

総
スタッフ数

施設経過年数
（2016年11月

基準）

施設
所有形態

営業形態

事業資金の
出資者

（複数回答）

〔表4〕CWSの運営実態

6.成果について

28件(67%)

21件(50%)

10件(24%)

9件(21%)

7件(17%)

異業種間で交流会の開催

同業種間で交流会の開催

異業種間で法人設立

同業種間で法人設立

趣味の展覧会開催

成果（複数回答） N=42

区分

ビジネス系

非ビジネス系

ビジネス系
非ビジネス系

ビジネス系 非ビジネス系
NA

成果なし
8件(15%) 6件(11%) 25件(47%) 14件(26%)

成果区分
構成内容

同業種間で法人設立
異業種間で法人設立

同業種間で交流会の開催
異業種間で交流会の開催
趣味の展覧会開催

成果区分の組み合わせ　N=53

成
果

〔表6〕CWSにおけるタイプ別成果 〔表7〕CWSにおけるタイプ別イベント

区分

ビジネス系

非ビジネス系

ビジネス系
非ビジネス系

ビジネス系 非ビジネス系
NA

イベントなし
22件(42%) 6件(11%) 15件(28%) 10件(19%)

イベント区分

構成内容

起業支援の相談会、ITビジネスに関するビジネススキ

ル講習会、ビジネスに関するその他の講習会

利用者交流会、地域まちづくりに関する会議、趣味・娯
楽に関する座学・体験講座、ものづくりに関する体験教
室、子育て支援相談会・交流会、子どものための学習
サポート、女性支援に関するイベント
イベント区分の組み合わせ　N=53

イ
ベ
ン
ト

調査期間

調査方法

調査対象

回収結果

記入式 施設名、運営組織名、施設の開業年月、オープン時間、休館日

選択式 利用状況、空間構成、提供サービス、面積、デスク数及び座席数、混雑する時間帯

記入式 男女比、1ヵ月間の施設平均利用者数、法人会員・個人会員数

選択式 利用が多い年齢層、利用者の所属、会員制度の有無

記入式 イベント開催回数

選択式 イベントの周知・告知方法、開催回数、テーマ

記入式 半年程度の平均売上高、スタッフ数、賃料

選択式 成果、事業資金の出資者、運営収入源、施設の所有

23区
(34)

千代田区(1)、中央区(4)、港区(6)、新宿区(2)、杉並区(1)、文京区(1)、墨田区
(1)、目黒区(1)、大田区(1)、世田谷区(3)、渋谷区(7)、豊島区(2)、足立区(1)、品
川区(2)、台東区(1)

23区外(6) 三鷹市(2)、調布市(1)、青梅市(1)、国分寺市(1)、清瀬市(1)

横浜市(5)、藤沢市(1)、葉山町(1)、海老名市(1)、川崎市(1)

千葉市(1)、松戸市(1)、佐倉市(1)

さいたま市(1)

調査設問

施設の概要

利用者・会員制度

イベント

運営

2016/10/19（水）～2016/10/28（金）

郵送によるアンケート回答方式

東京、神奈川、埼玉、千葉（1都3県）におけるコワーキングスペース事業を行っている企業229社

全229社のうち53社回収（回収率23.1%）

地域

東京(40)

神奈川(9)

千葉(3)

埼玉(1)

〔表8〕タイプ別の成果とイベントのクロス集計

平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値

224.3 888 57 総面積（m2） 201.5 417 70

26.3 81 6
共有スペース
総座席数

40.1 100 22

186.5 5000 8
平均利用者数
（1ヵ月）

488.5 2000 15

39 200 2
イベント開催回数

（半年）
31.5 120 2

創業支援サービス

会員制度の有無

21 100 6 法人会員数 22.1 40 1

40.4 200 3 個人会員数 14.6 30 2

9(合計) 12(合計)

ビジネス系を含む成果
（11施設） 項目

非ビジネス系のみの成果
（12施設）

5(合計) 9(合計)

〔表9〕ビジネス系を実施したイベント施設の成果

ビジネス系
非ビジネス系

ビジネス系 非ビジネス系
NA

成果なし
合計

ビジネス系 / 非ビジネス系 6 (27%) 3 (14%) 8(36%) 5(23%) 22(100%)

ビジネス系 2 (33%) 0 (0%) 4 (67%) 0(0%) 6(100%)

非ビジネス系 0 (0%) 2 (13%) 11 (%) 2(13%) 15(100%)

NA・イベントなし 0(0%) 1(10%) 2(20%) 7(70%) 10(100%)

8 5 23 14 36

項目 区分

成果

合計

イベント

ビジネス系
非ビジネス系

ビジネス系 非ビジネス系
NA

成果なし
合計

ビジネス系 / 非ビジネス系 6 (27%) 3 (14%) 8(36%) 5(23%) 22(100%)

ビジネス系 2 (33%) 0 (0%) 4 (67%) 0(0%) 6(100%)

非ビジネス系 0 (0%) 2 (13%) 11 (%) 2(13%) 15(100%)

NA・イベントなし 0(0%) 1(10%) 2(20%) 7(70%) 10(100%)

8 5 23 14 36

項目 区分

成果

合計

イベント

7.まとめと考察
CWSの実態を把握したが、共有デスク以外に会議室やイベント会場、さらには図書コーナー

や飲食や料理スペースなど様々な施設を設置するものが多く確認された。また、イベント開催
や事務支援など多様な支援を実施するものも確認できた。利用者による自主的な交流会の
開催や法人の設立など成果がでるCWSにとって重要な要素として、利用者交流会などのイベ

ント開催があり、なかでもテーマの選定は重要である。特に①ビジネスに関連したイベントの
必要性が高いこと、②利用者同士の活発な交流、③個々人が定期的に交流する密な空間と
それを支える会員制度の必要性が指摘できる。

〔表10〕利用者交流会の開催有無と成果のクロス集計

表9より、ビジネス系を含むイベン

ト実施施設において、ビジネス系を
含む成果が上がっている11施設と、

非ビジネス系のみの成果が上がっ
ている12施設では、主に施設の規

模や利用者について特徴が見られ
る結果となった。ビジネス系の成果
が上がりやすいのは利用者数が
少なく、個人会員数が多い施設で
あるという特徴が見られた。
また、表10より、ビジネス系を含

む成果が上がっている施設は、イ
ベントテーマとして「利用者交流
会」を実施している割合が高いとい
うことが分かった。


